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２０１０年１０月２９日発行Ｎｏ．１７８５
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（2010・10・15） （Ｂ方式）第１８９６例会 報告
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

１．食 事（バイキング）
２．点 鐘
３．ロータリーソング
４．出席 ％表彰・誕生・結婚祝い100
５．会長報告

６．幹事報告
７．委員会報告
８．会員卓話 新木明夫君、符波明道君
９．点 鐘

１０．ロータリーソング

該当者なし◆出席 ％表彰100
◆誕生祝い

星野幸男君、 須田真一君、 鳥嶋隆一君、
石川忠正君、 田﨑武夫君、 野田真一郎君

◆結婚祝い

星野幸男君

塚本 貢君

霜村年勇君

片貝会長◆会長報告
１．先週の土日に地区大会が開催され、当クラブから

名が登録いたしました。各種表彰で当クラブはガ２１
バナー特別賞を受賞しました。これは高津戸荘への
慰問活動や優良職員表彰など地域奉仕活動を長期に
わたって継続していることが認められ、牛久保直前
ガバナーより楯を頂戴して参りました。

２．明日明後日とライラ研修が開催されます。会場は
、 。館林文化会館で 宿泊はつつじが岡パークインです

地区ローターアクト委員の坪井良行君とローターア
クト委員長の横塚直人君、そして桐生西ＲＡＣ会長
の小川克行君が参加されます。

３．今月は米山月間です。各テーブルに配布してあり

ますハイライトよねやまに、台湾の米山学友会が日
本への恩返しに日本人留学生に対し奨学金を支給し
ている記事と、尖閣諸島問題で日中関係が悪化して
いる中での中国人米山奨学生の様子を伝えた記事が

。 、 。載っています 興味深い内容ですので ご覧下さい
４．次年度理事役員候補者を本日より受付ます。立候

補される方は、 月 日(月)までに事務局へご連絡１０ ２５
。 。下さい 月 日の例会で候補者の指名を行います１０ ２９

近藤幹事◆幹事報告
◇次例会は桐生５ＲＣ合同夜間例会です。

(各テーブルに配布)◇ハイライトよねやま１２８が配信されました。
◇日本紛争予防センター事務局長瀬谷ルミ子さんより

テレビ出演のお知らせ
10/16(土)PM8:00～NHK、10/22(金)PM7:54～TV東京

◇東京ＲＣ植田新太郎氏投稿の東京ＲＣ奉仕活動の記事が
(各テーブルに配布)本日の日経新聞に載っております。

◇家族会食事会の参加お申込をお願いいたします。
◇例会変更のお知らせ

桐生中央ＲＣ 11/4､11/11､11/18 桐生赤城ＲＣ 11/23(休)､11/30
伊勢崎ＲＣ 11/3(休)
富岡ＲＣ 11/3(休)､11/24 富岡かぶらＲＣ 11/23(休)､11/30

◇クラブ会報が到着しています
桐生南ＲＣ 9/29 桐生中央ＲＣ 10/7 桐生赤城ＲＣ 10/5

１３１１キロカロリー◆食事メニュー（バイキング）
玉子スープ､サーモンクリーム煮､豚肉のおろしポン酢､白飯､
ちくわの磯辺揚げ､香の物､海老アボガドサラダ､りんごゼリー

◆委員会報告
石川委員長□出席委員会

総数 名（免除者 名の内 名出席の為 名を除く）４９ ８ ４ ４
出席率対象者 名、 出席率対象者出席人数 名４５ ３６
欠席者 名(内前メイク 名) 出席率 ％９ ３ ８６．６７
前々例会修正出席率 ％ （最終欠席者２名）９５．６５

《次例会予告》

１１月５日(金) 福田一良ガバナー公式訪問

桐生中央ＲＣと合同開催



- 2 -

桐生西ロータリークラブ

栗原委員□ニコニコＢＯＸ委員会
卓話をさせていただきます 新木君
新木さん､符波さん､会員卓話楽しみにしています

近藤君､天沼君､松原君､家住君､奥村君
結婚･誕生祝いをいただいて 星野君
誕生祝いをいただいて 田﨑君､鳥嶋君､須田君
結婚祝いをいただいて 塚本君､霜村君
欠席が続きました 花房君
チリ､バンザイ 野田君!!

乾委員長□ロータリー財団委員会
卓話をさせていただきます 新木君
新木さん､符波さん､会員卓話ご苦労様です

霜村君､栗原君､江原君､天沼君､松原君､奥村君
結婚･誕生祝いをいただいて 星野君
誕生祝いをいただいて 田﨑君､鳥嶋君､須田君
結婚祝いをいただいて 塚本君
地区大会大変お世話になりました 福島君

小林委員□米山奨学委員会
卓話をさせていただきます 新木君
新木さん､符波さん､会員卓話楽しみにしています

霜村君､栗原君､天沼君､松原君､奥村君
結婚･誕生祝いをいただいて 星野君
誕生祝いをいただいて 田﨑君､鳥嶋君､須田君､野田君
結婚祝いをいただいて 塚本君

会 員 卓 話

新木明夫君
（貴金属販売）

「スイス時計の敗北と復活」

なぜこの時期にこの話しか？
私には詳しくわかりませんが、今、世の中の自動車社

会では、環境問題や、使用している限り有る化石燃料の
問題などで、内燃エンジンから電気モーターヘ大きく変
わろうとしていると報道されています。

、 、 、それと 同じくらい画期的な技術革新が 年代１９７０
短い期間でしたが私が従事していました時計製造業界
（国内３番手の時計メーカー･オリエント時計）にも吹
き荒れました。そのさきがけが、昭和 年( )、３９ １９６４年
東京オリンピックで計時用に採用された精工舎が開発し
た水晶発信式電子時計でした。その後の約 年間位で高５
精度・小型化・電池寿命の長さ・普及価格化などで圧倒
的に進歩し、スイス時計に取って代わって世界の時計市
場で優位に立ちました。

はるか紀元前に、古代バビロニアで日時計が考案され
て以来、より正確に「時」を知りたいという人間の本能
は、果てしなく「時計」を進化させてきました。その中
心になっていたのが、宗教迫害でフランスからスイスに
逃れてきた新教徒･ユグノーでした。ジュネーブやビエ
ンヌ、ラショードフォンなどのフランス国境ジュラ山脈
のふもとの各街で、金･銀細工、精密機械の製作、特に
時計などの製造を始めたと記録されています。日本では
徳川九代将軍家重のころだそうです。そのころ、スイス
のジュネーブには四千人の時計職人がいたそうです。そ
の一部エリートがジュネーブ市の中心ローヌ川右岸、サ
ン･ジェルヴェ街の家の屋根裏を改造して工房にしてい

ました。彼らはキャビノチェ（屋根裏の時計師）と呼ば
れ尊敬をされていたそうです。彼らスイスの時計師たち
は、素晴らしく精密で、数々の画期的な機構の機械を芸
術性の高い外装をまとわせ、懐中時計から腕時計へ、自

、 、 。動巻機構 永久カレンダー等 次々と開発してきました
１９７０ １９８０そして、又話を戻しますが （ 年代後半から、

年代に）時計の電子化・デジタル化は益々進み、日本の
セイコークオーツ、カシオ計算機のデジタル時計、アメ
リカのタイメックス他、安価なピンレバーウォッチなど
が普及品として大量販売・消費される時代になり、約

年間スイス時計産業は冬の時代に入りました。３０
しかし、特にジュネーブに拠点を置く、マニュファク

チュール（部品の一つから製作してすべて自分の所で一
貫製作をする高級品・高精度品のメーカー）では、高価
な貴金属のケースなど芸術性の高い文字盤を組み込んだ
高級腕時計を連綿と製作し販売しておりました。

又、ジュネーブと並んでスイス時計発祥の地とされる
北部ジュラ山中の町、ラショードフォンには約 社の２０
時計メーカーがあり、此処ではこの時代（ 年代後１９７０
半から 年に入って）幸運にもパリ、ロンドン、ロ１９８０
ーマ、ミラノなどのハウス･ブランドのカルチェ、ダン
ヒルなどの相手先ブランドの製品・製造を手がけるよう
になり、スイス時計メーカーとして、したたかに存続し
て行きました。

その後のブランドブームで各スイスの時計メーカー
は新たな方向性を持って進むことになります。

というのは、時を計る「時計」は普及品で高精度で均
一的なクオーツ時計で良く、一方、趣味・趣向品として

「 」プレステージの高いステータスシンボルとしての 時計
は、他の人と違った個性的なオンリーワンの高級時計を
求めるという需要が高まってきたからです。

その市場の要望に十分にこたえられる製品・商品を供
給できるのは、長い伝統で培われた高級時計作りのノウ
ハウがあり、国内に多くの時計学校があり、産業基盤が
充実し、常に優秀な人材を養成しているスイスです。

、 。此処近年 特に機械式超高級時計がブームの傾向です
永く刊行しております国際時計通信という専門雑誌や一
般の時計雑誌を見てもこの傾向が顕著に見えます。日本
の消費者もスイス製高級時計をみる本当の審美眼が出
来、又自身のステータスシンボルとしての「ウオッチ」
を自分の個性で選択・所有するようになってきました。
特に従来は「スノッブ」と呼ばれた有る程度の年齢の富
裕層が購入者の中心でしたが、現代は一定の所得があり
所有物にこだわりを持った若者が購人するケースが増え
ていると、知人のスイス製高級時計のバイヤーは言って
おります。

今、スイスの高級時計製造メーカーは、機構の複雑な
超高級時計、高価な外装の超高級時計を競って製造・発
表しています。又、これら超高級時計製造メーカーに在
籍していた時計師が次々と独立して工房を設けていま
す。最近創業した皆さんご存知のフランク･ミューラー
（ 年生れ 、そしてこの工房に 年から参加し１９５８ １９９７）
て 年に自分の工房を開設したレトログラードで名２００２
を挙げたピエール･クンツ、そしてリシャール･ミルなど
は、フランス革命時に活躍した伝説の天才時計師アブラ
アン･ルイ･ブレゲを彷彿させる新たな活動を見せており
ます。彼等はアブラアン･ルイ･ブレゲを敬愛し、且つ時
計作りの魂と技術を継承し、スイス高級時計の復活を遂
げつつあると、スイス高級時計輸入業協会の関係者は語
っています。

是非、ロータリアンの皆様も本物のスイス超高級時計
に興味を持っていただきたいと思います。
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符波明道君
（結婚式場経営）

「最近の結婚式」

「皆様おはようございます！」
これは私共サービス業の挨拶で、夜であっても帰り際で
あっても、会った人にはこの挨拶でスタートをすること
になっております。
お陰様で桐生プリオパレスは 年目になります。ロー２７

タリーの皆様に育てて頂いたと弊社の松井が申しており
ます。

私は入会させて頂いて７年目になります。その間ＳＡ
Ａを５回やらせて頂いております。常日頃、気づかい気
配りが無いと、皆様に喜んで頂ける真のサービスが出来
ないと実感しております。その姿勢を大切にスタッフ全
員で取り組んでおります。

今、日本全国一年間で結婚される方が 万人いらっ２９
しゃいます。その ％が結婚式を挙げておりません。６０
そのまた 分の の約 万人が、結婚式を挙げたかった３ １ １０
けれど出来なかった方です。その理由は、お金の問題や
時間の問題、バツイチだったり、打合せが大変そう等、
様々です。また、最近では結婚式に会社の上司を招待し
ないなどカジュアルになりつつあります。

弊社では、今の時代にあった結婚式のプランを提案さ
。 。せて頂いております 映像を２本用意させて頂きました

お客様に喜んで頂ける、そして夢と感動を与えるプリオ
パレスにして行きたいと思っております。

ご覧頂ければ幸いです。

ＲＩ第２８４０地区大会に参加

月 日(土) 日(日)１０ ９ １０
の 日間に亘り、福田ガ２
バナー年度の地区大会
が、ベイシア文化ホール
（群馬県民会館）にて、
地区内外 名を超１，０００

える登録者を得て開催されました。当クラブからは矢
野ＰＧ、片貝会長、近藤幹事始
め 名が参加致しました。２１

大会第 日目の各種表彰では、１
牛久保哲男直前ガバナーよりガ
バナー特別賞が贈られました。

日目夜１
には、ＲＩ
会長代理
の中村靖治

（ Ｒ Ｉ研様
ご修リーダー・第２７７０地区ＰＧ）

夫妻歓迎晩餐会が前橋商工会議
所で開催され、坪井地区委員と会長幹事の 名が出席致３
しました。

、第 日目は２
日本ユネスコ
協会連盟会長
並びにＪＲ東
日本の社長を
務められた松
田昌士様の記
念 講 演 を 始
め、数々アト
ラクションが

。催されました
当クラブ一

行は、プログ
ラム最後の交
流会で更なる
親睦を深めて
参りました。

RID2840地区 第10回 に参加RID2840地区 第10回 ライラ研修
ライラ研修
１０ １６～が 月

、１７日(土･日)
地区内の研修

１３０生とロータリアン約
名が参加し、館林文化
会館（宿泊 つつじが岡:
パークイン）で開催さ
れました。主催は地区
ライラ委員会、ホスト
クラブは館林ミレニアムＲＣでした。

当クラブからは地区ローターアクト委員の坪井良行
君とローターアクト委員長の横塚直人君、研修生とし
て桐生西ローターアクトクラブ会長の小川克行君（希
望の家勤務）が参加しました。

今年度は『夢を語ろう』のテーマのもと、基調講演
は 地区パストガバナー関場慶博氏の演題『あRID２８３０
なたの舞台は･･･世界そして地球』でした。また 日目２
には向井千秋記念子供科学館の見学もあり、充実した
プログラムで行われました。

桐生プロパンガス㈱

稲 森 幸 雄監 査 役

3 - 6 - 3 2桐 生 市 仲 町

０２７７－４４－８１２１℡

み や ま 地 産 ㈱

井 本 上 輔代表取締役

2 - 8 4 9桐 生 市 相 生 町

０２７７－５２－５５５１℡

希望の家療育病院社会福祉法人 希望の家

乾 和 久事 務 長

22-4みどり市大間々町大間々

０２７７－７３－２６０５℡



- 4 -

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第１８９７例会 報告（2010・10・22）
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

2010-11年度 開 催桐生５ＲＣ合同夜間例会
月 日(金)点鐘 桐生プリオパレスに於いて、幹事クラブの桐生赤城ＲＣがホストを務め、桐生５ＲＣ合１０ ２２ PM６：３０

同夜間例会が開催されました。登録会員総数は 名 でした。１０６ （桐生２７、南１２、西２６、中央１２、赤城２９）
懇親会では、当日、桐生カントリークラブで開催された桐生５ＲＣ合同チャリティゴルフコンペ（参加総数 名・５２

の表彰式が行われ、当クラブが団体戦で準優勝を致しました。桐生７、南５、西１５、中央５、赤城２０）

桐生５ＲＣ合同チャリティゴルフコンペ 表彰式（桐生西ＲＣ第２回ゴルフコンペ同時開催）

会長ｴﾚｸﾄ

桐生西ロータリークラブ

例会司会 開会挨拶 挨拶 懇親会司会 挨拶 乾杯 閉会挨拶
赤城ＲＣ草処幹事 赤城ＲＣ渡辺会長 桐生ＲＣ疋田Ｇノミニー 赤城ＲＣ星野親睦委員長 南ＲＣ川堀Ｇ補佐 中央ＲＣ酒井会長 桐生ＲＣ岸田副会長

桐生西ＲＣ団体準優勝 第５位 中野幸三郎ゴルフ部長 第３０位会長賞 近藤幸利幹事 第３５位 阿左美博増強委員長
（優勝赤城RC、３位桐生RC、４位南RC） （桐生西第２回コンペ優勝）

桐生西コンペ準優勝 ５ＲＣ優勝 桐生西コンペ第３位 ＆第４位
花房孝道ＳＡＡ 中央･毒島一夫君 天沼一夫副幹事 江原利夫

石 川 土 地 企 画

石 川 忠 正代 表

1 - 1 1 - 5桐 生 市 仲 町
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